
令和３年度全国学力・学習状況調査 

守口市の結果概要 
  

本調査は義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況

を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図ることや学校における児童生徒への教

育指導の充実や学習状況の改善等に役立てることを目的としています。 

本市では、平成 19年度以降本調査に参加しており、これまでの調査結果の経年比較をとおして、長期

的な改善・課題について分析し、課題に正対した取組みを進めるようにする等、学校に対し支援するこ

とで活用しております。 

令和３年度につきましては、新たに策定した市学力向上プランに基づき取組みを進めているところ

ですが、今回の調査結果をもとに、本市立学校の児童生徒の強みや学校の取組み成果等を、過去の関

連問題との経年比較や正答数の層に応じた児童生徒質問紙とのクロス集計などの分析により明らかに

し、施策の見直しや改善を行うとともに、学校・家庭・地域が連携した取組みのより一層の充実につ

なげていきます。 

調査概要 （文部科学省発行リーフレットより） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※本調査により測定できるのは学力の特定の一部分であり，学校における教育活動の一側面です。 

全体のポイント 

〈国語、算数・数学〉   

■ 令和２年度は、新型コロナウイルス感染症による長期間の臨時休業があったが、国語の『話すこと・

聞くこと』＜小学校、中学校＞、算数の『測定、変化と関係』＜小学校＞などで 70%以上の正答率

を示すなど、全体的に、児童生徒の学力は概ね定着していた。（全国平均の正答数の差は１問以下） 

■ 半面、国語の『読むこと』や、算数・数学の『図形』において正答率が低い問題や無解答が多い問題

がみられたほか、引き続き、思考力・判断力・表現力の育成が課題である。 

■ 全国（公立）と比べると、小学校の標準偏差（成績上位層と下位層の差）が大きい傾向がみられた。 

〈学習状況、学習意欲等〉 

■ 「国語の勉強が好き」「算数（数学）の勉強が好き」の肯定的回答の割合は特に中学校では全国平均

より高く、「計画を立てて勉強している」の肯定的回答の割合や中学校の「学校の授業以外での平日

における１日当たりの学習時間」で１時間以上と回答した割合などは前回調査（令和元年度）と比べ

て高く、学習意欲や学習習慣が向上した。また、「授業では、課題の解決に向けて自分で考え、

自分から取り組んだ」などの肯定的回答の割合も高く、主体的・協働的で深い学びの実現に向けた授

業改善が着実に進展している。一方、家庭での読書時間が少なく、読書習慣に課題がある。 

■ 「自分にはよいところがある」や「将来の夢や目標」、「地域や社会をよくするために何をすべきか考

えることがある」などについて、全国平均と比べて低く、自己有用感や地域課題解決の育成が

課題である。 

１．調査の目的 

○義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、 

      教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

   ○学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

   ○以上のような取組みを通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

２．調査の対象 

    ○小学校及び義務教育学校前期課程 (以下「小学校等」と表記) 第６学年（学校数：14校 959人が参加） 
○中学校及び義務教育学校後期課程 (以下「中学校等」と表記) 第３学年（学校数：８校 874人が参加）       

３．調査の内容 

  ○教科に関する調査  小学校等： 国語、算数  /  中学校等： 国語、数学 

  ○質問紙調査      児童生徒に対する調査  / 学校に対する調査 

資料１－１



教科に関する調査 結果概要 

 

正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） 

【小学校国語】                 【小学校算数】 

 

 

【中学校国語】                 【中学校数学】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
国語 算数・数学 

平均正答数 
(全 14問) 

平均正答率 標準偏差 
平均正答数 
(全 16問) 

平均正答率 標準偏差 

小学校 

守口市 8.1 57.8 3.2 10.5 65.4 3.6 

大阪府 8.8 63.2 3.1 11.2 69.7 3.5 

全国 9.1 64.7 3.1 11.2 70.2 3.5 

中学校 

守口市 8.5 60.7 2.8 8.7 54.1 3.7 

大阪府 8.7 62.0 2.9 8.9 55.5 3.8 

全国 9.0 64.6 2.8 9.1 57.2 3.7 

平均正答数は全国との差が１問以下であり、特に中学校等においては全国との差が０．５問以下と全国との差

が小さく、ほぼ全国並みといえる。また、全国と比較して、小学校の標準偏差（成績高位層と低位層の差）が大き

い傾向がみられた。 

正答数分布では小・中学校両教科ともほぼ全国との差はなく同様の分布傾向であったが、低位層の割合が大

きい傾向がみられた。 

教科別平均正答率を全国との経年比較で見てみると、中学校等では長期的には向上傾向である。一方、小学

校の国語は全国との差は縮まったものの、長期的にはやや低下傾向である。 

守口市 

大阪府(公立) 

全国(公立) 

守口市 

大阪府(公立) 

全国(公立) 

守口市 

大阪府(公立) 

全国(公立) 

守口市 

大阪府(公立) 

全国(公立) 



【参考】教科別平均正答率 全国との経年比較（グラフ） ※全国を１．00 として、H30以前は A・B区分を合算して算出   

 

 

 

 

 

 

 

各教科の状況 

小学校国語 

○『話すこと・聞くこと』の「目的に応じ、話の内容が明確になるようにスピーチの構成を考える」や

「資料を用いた目的を理解する」、「目的や意図に応じ、資料を使って話す」問題、『言葉の特徴や使い

方に関する事項』の「文章全体の構成を捉え、資料を使って話す」問題などの正答率は 70%以上であ

った。 

●『読むこと』の「目的を意識して、中心となる語や文を見付ける」や「目的に応じ、文章と図表とを

結びつけて要約する」問題（問題例①参照）などの正答率は 30%未満であった。 

小学校算数 

○『測定』の「条件に合う時刻を求めることができる」や『データの活用』の「棒グラフから、数量を

読み取ることができる」、「棒グラフから、項目間の関係を読み取ることができる」や『変化と関係』

の「速さが一定であることを基に、道のりと時間の関係について考察することができる」問題の正答

率は約 90%であった。 

●『図形』の「三角形の面積の求め方について理解している」や「複数の図形を組み合わせた平行四辺

形について、図形を構成する要素などに着目し、図形の構成の仕方を捉えて、面積の求め方と答えを

記述できる」問題の正答率は約 40%であった。解答類型を見てみると、公式そのものを間違っていた

り、説明に必要な条件に沿って記述できていなかったりするなどの間違いが多く、面積の公式や底辺・

高さの意味理解をはじめ、どのように求めたかなど、解き方の過程を説明する力に課題があるといえ

る。 

 

中学校国語 

○『話すこと・聞くこと』の「話し合いの話題や方向を捉える」や「質問の意図を捉える」問題の正答

率は 86%以上であった。 

●『読むこと』の「文脈の中における語句の意味を理解する」や「文章に表れているものの考え方を捉

え、自分の考えをもつ」問題の正答率は 40%未満であった。 

中学校数学 

○『関数』の「与えられた表やグラフから、必要な情報を適切に読み取ることができる」問題（問題例

②下段参照）や「問題場面における考察の対象を明確に捉えることができる」問題の正答率は 80%以

上であった。このほか、『数と式』の「数式と加法と減法の計算ができる」問題（問題例②上段参照）

の正答率（77.5%）は全国平均（77.1%）を上回っており、過去類似の問題との経年比較からも定着状

況については向上傾向がみられた。 

●『図形』の「平行四辺形になる条件を用いて、四角形が平行四辺形になることの理由を説明すること

ができる」や「ある条件の下で、いつでも成り立つ図形の性質を見出し、それを数学的に表現するこ

とができる」問題の正答率は低かった（正答率 42.0%、25.0%）。 

小学校 中学校 





  

過去類似問題比較から、向上
傾向がみえ、定着が図られて
いる問題といえる。 



児童生徒質問紙調査 結果概要 

【学力向上に係る目標値の設定について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業改善にかかる調査（目標値を設定した項目） 

         【小学校等】                       【中学校等】 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 児童生徒質問紙の授業改善及び自学自習力の育成にかかる項目の結果が全国水準を上回る状 

況を達成することで、学力全般において大阪府水準ひいては全国水準の学力を定着させること 

を目指し、下記の６項目に目標を設定しました。 

 なお、この目標の達成時期は令和６年２月としております。 

（※ 本年度は６項目中で調査がなかった１項目については、参考として類似の調査項目を示しています。) 

 ①授業では、課題の解決に向けて自分で考え、自分から取り組んでいる【肯定的回答の割合】 

 ②自分の考えがうまく伝わるよう、話の組立てなどを工夫して発表している【肯定的回答の割合】 

 ③話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができている【肯定的回答の割合】 

 ④家で、授業の予習・復習をしている【肯定的回答の割合】（今年度調査なしのため、「家で自分で計画を立てて勉強して

いますか」の項目を参考に掲載） 

 ⑤学校の授業以外での平日における１日当たりの勉強時間【小：「30分以上」中：「１時間以上」の割合】 

 ⑥学校の授業以外での平日における１日当たりの読書時間【小・中学校等ともに「10分以上」の割合】 

授業改善にかかる３項目の肯定的回答の割合は、小学校等の「課題の解決に向けて自分で考え、自分から取り
組んでいる」はほぼ横ばいであったが、それ以外の項目は小・中学校等ともに向上傾向で、特に中学校等において
は全国を上回っているもしくは全国並みで、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善が推進されている
と考えられる。 
子どもたちが主体的・意欲的に授業に臨めるよう、引き続き授業のユニバーサルデザインの３つの視点（「焦点化」

「視覚化」「共有化」）を取り入れた授業づくり等の授業改善を図っていくことが大切である。 



自学自習力の育成にかかる調査（目標値を設定した項目） 

【小学校等】                       【中学校等】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】クロス集計（質問紙 － 教科） 

（例） 家での勉強時間 － 数学（中学校）        家での読書時間 － 国語（小学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自分で計画を立てて勉強している」の肯定的回答は小・中学校等ともに増加傾向で、家での勉強時間は、小

学校等では 30 分以上の割合が若干減少しているものの、中学校等では１時間以上の割合は増加傾向で、全く

勉強しない割合も減少しており、家庭学習習慣については改善傾向が見られる。 

一方、読書時間が 10 分以上の割合は小・中学校等ともに減少し、全国を下回っており、読書を全くしない割合

も特に中学校等で 56.7％と高い状況で、読書習慣の定着には課題が見られる。 

調査結果では、家での勉強時間が長い子どもたちは学力が高い傾向にあった。また、家での読書を全くしない

子どもたちに比べ、小学校等では 10 分以上、中学校等では 10 分から１時間程度読書をする子どもたちの方が

学力が高い傾向にあった（以下参考）。学校図書館全体計画等に基づき、日々の教育活動では引き続き児童生

徒の読書習慣の形成、読書機会の確保に向けた取組みを推進していくことが重要である。 
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数学の正答率

1.３時間以上 2.２時間以上，３時間より少ない
3.１時間以上，２時間より少ない 4.３０分以上，１時間より少ない
5.３０分より少ない 6.全くしない

勉強時間が長い子どもたちは学力が高い傾向 
家で読書をまったくしない子どもたちに比べ、10分以上
読書をする子どもたち（小学校）の方が学力が高い傾向 

ご家庭では、テレビを消す、気が散るものを近くに置かないなどの学習環境づくりや、学習したこと

にできるだけ目を通したり励ましたりするなどの言葉かけ、本の読み聞かせや家族で一緒に読書をす

る時間をつくるなど、引き続き学習習慣・読書習慣の定着に向けたご支援、ご協力をお願いします。 



学校・勉強について 

【小学校等】                       【中学校等】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学校に行くのが楽しい」に肯定的な回答をした割合は、小学校 82.9%（全国平均 83.4%）、中学校 81.0 % （同

81.1%）と高い傾向であった。 

また、「国語の勉強が好きだ」に肯定的な回答をした割合は、小学校 55.0%（全国平均 58.4%）、中学校 61.8%（同

60.8%）、「国語の勉強が大切だ」の割合は、小学校 88.7%（全国平均 93.2%）、中学校 90.9%（同 91.6%）、 「算数（数

学）の勉強が好きだ」に肯定的な回答をした割合は、小学校 65.2%（全国平均 67.8%）、中学校 62.6%（同 59.1%）「算

数（数学）の勉強が大切だ」の割合は、小学校 91.4%（全国平均 93.8%）、中学校 83.0%（同 84.1%）と全国平均を上回

っている項目もあり、高い傾向であった。 

このように学習に対する興味・関心等が高い結果であったことは、主体的・対話的で深い学びの視点による授業

改善を推進してきたことの成果の現れと考えられるので、今後も引き続き子どもたちが主体的・意欲的に授業に臨

めるよう、授業改善を推進していくこととともに自学自習力の育成への取組みにも繋げていくことが大切である。 



ICTの活用について 

【小学校等】                       【中学校等】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域との関わり 

【小学校等】                       【中学校等】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「授業でのコンピュータなど ICT 機器の使用頻度」や「コンピュータなどの ICT 機器を他の友達と意見を交換し

たり、調べたりするための使用頻度」で肯定的な回答（週１回以上）をした割合は、小・中学校ともに全国平均を大

きく上回っており、使用頻度が月１回未満の割合も減少傾向であり、ICT 機器の整備やその活用が進んでいると

いえる。 

今後も、環境整備の充実とともに、日々の協働的な学びにおいて ICT 機器を効果的に活用している取組みを

共有していくことが大切である。 

「今住んでいる地域の行事に参加している」に肯定的な回答をした割合は、小学校 52.9%（全国平均 58.1%）、中

学校 32.1%（同 43.7%）、また「地域や社会をよくするために何をすべきか考える」に肯定的な回答をした割合は、小

学校 46.6%（全国平均 52.4%）、中学校 39.7%（同 43.8%）と全国平均と比べて低く、地域課題解決の育成が課題であ

る。 

 コロナ禍により教育活動に加え、地域行事も中止や開催方法の変更があることから、肯定割合が減少したと考

えられる。子どもたちと地域や社会の課題について共有し、共に考える機会が設定できるよう、各中学校区等に

設置した学校運営協議会にて取組みを進めていく必要がある。 



自己有用感   【小学校等】                       【中学校等】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【参考】クロス集計（質問紙 － 教科） 
（例）自分によいところがある － 算数（小学校）  自分によいところがある － 国語（中学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍の影響について【小学校等】                   【中学校等】 

 

 

 

 

 

 

「コロナ禍での休校期間中、勉強について不安を感じた」と回答をした割合は、小・中学校ともに半数を越えてお

り、全国と同様の傾向であった。 

引き続き、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を徹底していくことが大切である。また、やむを得ず学校に

登校できない子どもたちに対しては、オンライン学習等により学習に著しい遅れが生じることのないようにするとと

もに、ICT 機器等も活用しながら規則正しい生活習慣を維持し、学校と子どもたちとの関係を継続することが重要

である。 

「自分にはよいところがある」に肯定的な回答をした割合は、小学校 72.8%（全国平均 76.9%）、中学校 63.2%（同

76.2%）、また「将来の夢や目標を持っている」に肯定的な回答をした割合は、小学校 76.5%（全国平均 80.3%）、中

学校 61.1%（同 68.6%）と全国平均と比べて低く、自己有用感の育成が課題である。 

調査結果では、「自分によいところがある」に肯定的回答をした子どもたちの方が学力が高い傾向にあった（以

下参考）。日々の教育活動では、自分のよいところを発見できるような活動を充実させていくことが大切である。 

63.9 
60.9 59.4 

56.7 

50%

55%

60%

65%

70%

国語の正答率

1.当てはまる
2.どちらかといえば，当てはまる
3.どちらかといえば，当てはまらない
4.当てはまらない

ご家庭でも、お子様のがんばったところをほめたり、成長を認める言葉かけをしたりするなど、引き続

き自己有用感の育成に向けたご支援、ご協力をお願いします。 
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算数の正答率

1.当てはまる
2.どちらかといえば，当てはまる
3.どちらかといえば，当てはまらない
4.当てはまらない

自分によいところがあると肯定的に捉えている子どもたちは、国語や算数（数学）の学力が高い傾向 



結果レーダーチャート 

【小学校等】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学校等】 

   

学校質問紙では小・中学校ともにバランスがよく、全国並みもしくは全国以上の結果であった。特に、教科の指

導方法や授業改善、家庭や地域との連携等の項目は全国よりも高い結果で、特に中学校では高い傾向であった。 

児童質問紙では全体的にバランスがよいが、全国よりも低い状況であった。質問紙の詳細は先述して内容のと

おりであるが、中学校等の自己有用感の項目が他に比べて低い状況であるのは大きな課題である。 

他の項目に比べて低いスコアとなっている国語への関心を高める授業改善（小学校等）、自己有用感や規範意

識を高める教育活動（中学校等）にしっかりと取組むことによって、学力の向上につながる可能性があると考えられ

る。また、地域や家庭との連携等も高い状況にあることからも、その強みを生かし、地域や家庭と協力した生活・学

習習慣の見直しなどに取組むことも重要と考えられる。 



教育委員会の今後の取組み 

「守口市学力向上プラン」（令和３～５年度）を着実に推進  

■ 授業改善の推進 

「主体的・対話的で深い学び」の実現。 

すべての児童生徒にとって「わかる」「できる」授業づくりに向けた学力向上推進教員会議や教職員研修会の開催、

校内研究支援、好事例の発信等。  

 

国語：言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で正確に理解し適切に表現する資質能力の育成。 

算数・数学：数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質能力の育成。 

 ⇒資質能力の育成を見取り、今後の授業改善につなげるための問題（「力だめしプリント」や「ことばのちから」等の

問題や定期テストでの記述式問題）の定期的な活用 

 

■ 自学自習力の育成 

学びに向かう力の育成に向けた家庭学習の充実。 

知識・技能の定着、応用力・活用力の育成に向けた指導、 民間活力を活用した放課後学習等の学習支援事業の

推進、学校図書館の計画的な利活用の促進 

 

■ ICT機器の活用 

1人 1台タブレット端末の効果的な活用の促進。 

協働学習支援アプリ、AI ドリル、学習者用デジタル教科書等の活用、定期的なアンケート調査や学習履歴の分析等

によるきめ細やかな個別の状況把握、好事例の発信。 

 

■ 家庭、地域との連携 

学習習慣、生活習慣の改善に向けた啓発や「社会に開かれた教育課程」の実現に向けた学校運営協議会との連携

した取組みの推進。 

 

■ 新型コロナウイルス感染症の拡大に備えた学習保障・オンライン授業の実施 

 

■ 調査結果の詳細な分析 


